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ロボットコンテストを利用したものづくり教育に関する研究





















































岡山大学大学院教育学研究科 生活 ･健康スポーツ学系 技術教育講座 700-8530 岡山市北区津島中3-1-1






大橋 和正 ･ 妹尾 う菖
図1 ロボットの設計 ･製作過程の流れ
手側のコー ト(900×1800mm)への偉人は禁Lである.,





















































































































































































材 料 接 合 切断.組立
紘 のり,ポンド はさみ,カッタ-,セロテー プ.ガムテー プ
バルサ材 ボンド のこぎり.カッター ,キリ
発砲スチロー ル ボンド カッター ,電熱線.キリ
プラスチック 専用接着液,弓のこ,カッター ,ボール盤,
ボンド 糸のこ盤
木材 (杉一ラワ 釘.木ねじ のこぎり,ドライバー,げん
ン柵等) のう.ボール盤.糸のこ盤
金属 (アルミニ ビス.ナット,ね 弓のこ (棒材).ドライバー
ウム材等) じ リベット げんのう,ボ-ル盤.金切りばきみ (薄板).糸のこ盤
表3 材料の形状分類























































































大橋 和正 ･ 妹尾 一道
一つひとつの部品,部位,ロボット全体の精度
チェックの指導も重要である｡
6.結吉
本研究では,ロボットコンテス トを利用したものづ
くり教育に関する研究を行い,その結果は次のよう
にまとめられる｡
(1) コンテス トを利用したロボット製作の指導法と
有用性について考察した｡
(2) ロボット製作を実践する際のプロセスとして,
機構のアイデア設計,構造設計,製作,組立と検
査があり.それらの指導方法について考察した｡
(3) 中学生への製作に関わる実践指導という観点か
ら,指導上の留意点についてまとめた｡
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